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日本教育工学会 第 31 回全国大会の御礼 
大会実行委員会委員長 植野真臣（電気通信大学）

 
日本教育工学会第 31 回全国大会を，2015 年 09 月 21 日（月）～23 日（水）の日程で，電気通信大

学において開催させていただきました．予報では期間中の雨天が心配されましたが，幸いにして秋晴れ

のさわやかな天候となり，会場をときおり心地よい風が吹き抜け，絶好の大会日和でした．東京での開

催，学会 31 周年の大会ということもあり，1,200 名弱という多くの参加者の方に来ていただけました．

21 社の出展・広告協賛をいただき，懇親会には 300 名を超える皆様の参加をいただきました．懇親会

では，250 名を見込んでおりましたので，少し狭くなってしまい申し訳ございませんでした．このよう

に盛会裏に終えることができましたのも，ひとえに山西潤一会長ならびに美馬のゆり大会企画委員長を

はじめとする大会企画委員の皆様，大会実行員会の皆様，アルバイトの皆様，そしてそれ以外の多くの

皆様方のご協力の賜と，感謝申し上げる次第です．誠にありがとうございました．キャンパス内では，

学部講義棟で，口頭・ポスターの研究発表，企業展示・ランチセッション，SIG セッション等を，その

隣にある大講義室では，トークセッション，臨時総会・全体会，シンポジウムを開催と，比較的コンパ

クトな会場配置とさせていただきました．のべ 50 セッションの一般研究発表では一部，廊下まで立ち

見となったセッションもありました．4 会場 8 セッションのポスターセッションも多くの方々を集め，

活発な議論が展開されました．初日 18 時から行われた 7 つのワークショップにも 150 名超の参加者が

あったとのことです．臨時総会での名誉会員の授与式では，岡山大学名誉教授の近藤勲先生のお姿に接

し，感激も一入でした．シンポジウムでは，「理論と実践を結ぶアプローチ」というタイトルで私が司

会をさせていただき，佐伯胖先生，市川伸一先生，益川弘如先生にご登壇いただきました．500 人入る

メイン会場は満員で，となりの 400 人入るテレビ中継会場もほぼ満員でした．登壇者からは，創造的で

生産的な提案，提言がなされ，また，熱い刺激的な議論が繰り返されましたので，参加者の皆様にとっ

て大きなインパクトがあったのではと思います．15 名の実行委員と，のべ 50 名のアルバイト学生とい

う態勢で運営にあたりました．前会場校の岐阜大学からの適切・丁寧な資料提供と，大会企画委員会の

ご支援のもと準備を進めてまいりました．少ない人数であったためアルバイト学生は複数の任務を担っ

て，黄色の T シャツを着て，休みなく常に動いてくれました．学生を含めスタッフの対応について，多

くの方々からお褒めの言葉をいただきました．直接お声をかけていただいた学生は感激してそのことを

報告してくれました．大会が無事終了できたことに加え，これも実行委員会として望外の喜びとなりま

した．ありがとうございました．来年度の開催地は，大阪大学であると，前迫孝憲先生からご挨拶があ

りました．来年も大阪，豊中の地において，第 32 回全国大会が盛会に行われますことを祈念して，御

礼のご挨拶とさせていただきます． 
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2015 年度 日本教育工学会冬の合宿研究会のご案内（第二報） 
 
テーマ 「実践研究のデザイン －実践を研究に，研究を実践に活かす－」 

 

■ 趣旨 
実践現場と連携した実践研究は教育工学において重要な研究領域です．現在，さまざまな研究者が実

践現場と連携した研究を行っています． 
しかし，研究のデザインは個々の教育現場の状況や研究者との関係によって変化します． 
そこで冬の合宿研究会では，「実践研究のデザイン」をテーマにした研究会を開催します．実践現場

の課題をどのように捉え，どのように関わり，研究としてまとめていくのか，それによって得られた研

究内容をどのように現場で活用するのかについて，実践者，研究者とのディスカッションの中から整理

していきます．また，後半では現場の課題をもとに具体的な研究デザインを考えるワークショップを企

画しています． 
 

■ 日 程 2016 年 02 月 20 日（土），21 日（日）（予定） 
※前回のニューズレターで，日程，内容のご案内が昨年度の冬の合宿研究会の内容になっておりました．

訂正してお詫びいたします． 
 
■ 定 員 40 名程度 
 
■ 講 師 村川雅弘（鳴門教育大学）（予定） 
 
■ 対象者 学校教育に関わる実践者，研究者，若手研究者や大学院生，その他 
 
■ 会 場 鳴門教育大学（予定） 
 
■ 参加費および宿泊費 調整中 
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大学教員のための FD 研修会（ワークショップ）のご案内（第一報） 
 
この研修会は，日本教育工学会がこれまでの知見を活用し，大学教育の授業改善や教員の授業力向上

へ寄与しようと，2008 年度から実施されているものです．大学教員や大学教員を目指す学生などを対

象としています．本研修会の修了要件を満たした方には学会より認定書を発行し，本研修を修了したこ

とを証明します．本年度の研修内容は，2011 年度から好評である内容を踏襲し，「大学授業デザインの

方法－1 コマの授業からシラバスまで－」をテーマに開催いたします．今回も事前学習用コンテンツを

用意し，e-ラーニングと対面研修の組み合わせにより行うことで，当日の活動を，ご要望が多かった，

参加度を高めた構成（反転研修）にします．また，昨年度までの FD 研修会修了者向けのファシリテー

ター研修も併せて実施する予定です． 
企画：SIG-01（高等教育・FD），SIG-07（インストラクショナルデザイン） 

 
 
■テーマ 「大学授業デザインの方法－1 コマの授業からシラバスまで－」 
 
■内容 

参加者それぞれが授業実践事例を持ち寄り，ワークショップ形式で行います．授業のデザインに

関する問題意識の明確化，授業のデザインに関する情報・課題の共有などから議論を始め，「何を

誰に教えようとしているのか」，「どんな方法で教えるのか」，「続けたい点・変えたい点は何か」な

どをグループで議論しながら授業の改善案を考えていきます． 
 
■日時 

2016 年 03 月 07 日（月） 
13:00～17:45：FD 研修 
（ファシリテーターとしてご参加される方は，9:30～12:00 のファシリテーター研修及び上記の FD
研修にご参加いただきます） 

 
■会場 東京工業大学大岡山キャンパス（東急目黒線，大井町線「大岡山駅」より徒歩 1 分） 
 
■FD 研修の定員 30 名（申し込み着順で，定員になり次第，締め切ります） 
 
■コーディネータ  

根本淳子（愛媛大学），渡辺雄貴（東京工業大学），岩崎千晶（関西大学）， 
村上正行（京都外国語大学），市川尚（岩手県立大学），高橋暁子（徳島大学） 

 
■担当副会長 鈴木克明（熊本大学） 
 

※お申し込み方法等につきましては，第二報でご案内いたします． 
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日本教育工学会 特別企画（実践研究活性化）セミナー（第一報） 
 

日本教育工学会 特別企画（実践研究活性化）委員会 
委員長 村川雅弘（鳴門教育大学） 

 
教育工学の知見を学校現場に還元していくと共に，教育実践に基づく研究及びその成果の発信に関し

てのセミナーを平成 26 年度より開催しています．昨年度は約 30 名の現場教師，大学院生，指導主事，

大学教員が集い，学校や教育センター等の研究・研修計画を持ち寄り，教育工学的な視点からの助言・

協議を行いました．昨年度のセミナーによる改善プランを今年度に実施したという報告も受けています． 
今回は第 2 回目です．大学院や教職大学院等で教育現場をフィールドとして実践的な研究を計画・実

施されている方あるいは指導されている方，学校現場において研究主任等として中心的に取り組まれて

いる方，あるいは学校現場を対象として研究的な立場でかかわっておられる方，教育センター等で研修

を企画・運営されている方等々のご参加をお待ちしています． 
 
日時：2016 年 03 月 13 日（日）10:00～16:00 
会場：岐阜大学サテライトキャンパス「多目的講義室」 

（JR 岐阜駅前・岐阜スカイウイング 37 東棟 4 階 http://www1.gifu-u.ac.jp/~gifu_sc/src/） 
定員：40 名 
申込：今野貴之（明星大学） 宛てにメールで，①氏名，②所属，③メ

ールアドレス，④ワークショップでの実践研究計画の簡単な紹介，を 03 月 06 日（日）までにお

知らせください．ワークショップでの資料は 03 月 09 日（水）までにメールでお送りください．

④については， A4 版 1 ～ 2 枚とします．また，④の書式は研究会の原稿見本

（https://www.jset.gr.jp/study-group/files/jset-study-group-format14030 1.pdf）を参考に作成し

た PDF 原稿としてください．ただし，英文でのタイトル・氏名・所属は不要です． 
昼食：JR 岐阜駅ビル内 ASTY 岐阜・ACTIVE-G の飲食店をご利用いただけます． 

ASTY 岐阜：http://www.nsk-eki.com/asty/gi1f.html 
ACTIVE-G：http://active-g.co.jp/rest-cafe/ 

日程：（予定） 
1．10:00～10:10 開会・挨拶 
2．10:10～11:10 パネルディスカッション 
「教育工学の知見を学校現場にどう還元しているか」（仮題） 
［村川雅弘・三橋功一・小柳和喜雄・寺嶋浩介］ 

大学院や教職大学院，学校現場，教育センター等で長年研究指導を行ってきた本学会の研究

者が，教育工学のどのような知見をどう還元しているのかを熱く語り合います． 
3．11:20～12:00 参加者全員による自己紹介を兼ねた研究・研修計画の紹介 
研究・研修計画の紹介内容を受けて，午後のチーム編成を行います． 

4．13:00～15:00 ワークショップ：「教育実践研究構想の練り上げワークショップ」 
大学院生や教職大学院生または研究主任，指導主事等に，平成 28 年度に実施する予定の実

践研究計画や研修計画を可能な範囲で持参していただきます．チーム内（6 名程度，研究者が

必ず 1 名入る）において紹介し，計画の立て方やデータの集め方・分析の仕方等について意見

や助言を出し合ってまとめます． 
計画紹介と練り上げワークショップ（チーム内の各事例紹介及び協議・助言 20 分×5 件程度） 

5．15:10～15:40 全体発表（5 分×6 チーム＝30 分：各チームから代表 1 事例の成果） 
6．15:40～16:00 総括・閉会 
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日本教育工学会研究会   http://www.jset.gr.jp/study-group/ 
研究会の開催案内 

 

テーマ 学び方の学習とその支援／一般
●日  時：2015 年 10 月 31 日（土） 
●会  場：岩手県立大学 滝沢キャンパス 

      （〒020-0693 岩手県滝沢市巣子 152-52） 
●担  当：市川尚（ichikawa@iwate-pu.ac.jp） 

プログラム                    発表時間：発表 1 件につき 24 分（発表 19 分，質疑 5 分）

A 会場（共通講義棟 308 講義室），B 会場（共通講義棟 309 講義室），C 会場（共通講義棟 302 講義室） 
 

09:55-10:00 諸連絡 
 

10:00-12:05 午前の部 

A1）MS-Word の機能を有効に活かした調査・研究指導方法の開発 
神谷幸宏（愛知県立大学） 

A2）ARCS モデルと時間連続体モデルの組み合わせによる授業改善のための適切な動機づけ方策の選択手

法の提案 
鈴木雄清（志學館大学／熊本大学大学院），松葉龍一，鈴木克明，喜多敏博（熊本大学大学院） 

A3）議論のファシリテーションを通じたメタ認知スキルの学び方の学び 
田中孝治，ダムヒョウチ，小林重人，橋本敬，池田満（北陸先端科学技術大学院大学） 

A4）質問による思考トレーニングの授業実践 
松田憲幸（和歌山大学），京極真（吉備国際大学）， 
瀬田和久（大阪府立大学大学院），池田満（北陸先端科学技術大学院大学） 

A5）日本語学習における自己調整学習支援体制の構築 
甲斐晶子（桜美林大学，熊本大学），福島智子，藤田裕子，三宅若菜， 
白頭宏美（桜美林大学），鈴木克明（熊本大学） 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
B1）初等中等教育向け e ポートフォリオシステム「まなふりくん」の評価 

小川美奈恵，森本康彦（東京学芸大学），鈴木甲子雄（FCE エデュケーション） 
B2）自己調整学習を主題とするビデオとオンラインレポートを活用した授業設計の検討と試行 

仲林清（千葉工業大学） 
B3）読み手を意識した e ポートフォリオ作成を取り入れた授業実践と評価 

伊藤明裕，森本康彦，北澤武，宮寺庸造（東京学芸大学） 
B4）E-learning システムにおける学習効果向上を目指した多肢選択問題の自動生成 

佐藤英輝，馬淵浩司，Goutam Chakraborty，松原 雅文（岩手県立大学大学院） 
B5）中高生を対象としたソフトテニス競技スコアリングシステムの検討 

宇田隆幸，山本由樹，齊藤彰（近畿大学工業高等専門学校） 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
C1）中堅社員を対象とした経験学習における内省の質的研究 

廣松ちあき（早稲田大学大学院），尾澤重知（早稲田大学） 
C2）医学部初年次教育における「大学での主体的な学び方」支援 

淺田義和（自治医科大学） 
C3）協働作業による SNS でのトラブル対応への自発的理解と応用 

佐藤知穂，田中彩葉，杉野佑（愛知教育大学大学院），江島徹郎（愛知教育大学） 
C4）マシュマロ・チャレンジを導入したワークショップにおける大学生の研究観の変化 

岩崎太郎，森裕生，網岡敬之（早稲田大学大学院），尾澤重知（早稲田大学） 
C5）越境における学生の葛藤とその調整 −AR を活用したフィールドミュージアム構築の事例から− 

岸磨貴子（明治大学） 
 

 

研究会 

2015 

 

 

6 

日本教育工学会研究会    

研究会の開催案内 

 

テーマ 学び方の学習とその支援／一般
●日  時：2015 年 10 月 31 日（土） 
●会  場：岩手県立大学 滝沢キャンパス 

      （〒020-0693 岩手県滝沢市巣子 152-52） 
●担  当：市川尚（ ） 

プログラム                    発表時間：発表 1 件につき 24 分（発表 19 分，質疑 5 分）

A 会場（共通講義棟 308 講義室），B 会場（共通講義棟 309 講義室），C 会場（共通講義棟 302 講義室） 
 

09:55-10:00 諸連絡 
 

10:00-12:05 午前の部 

A1）MS-Word の機能を有効に活かした調査・研究指導方法の開発 
神谷幸宏（愛知県立大学） 

A2）ARCS モデルと時間連続体モデルの組み合わせによる授業改善のための適切な動機づけ方策の選択手

法の提案 
鈴木雄清（志學館大学／熊本大学大学院），松葉龍一，鈴木克明，喜多敏博（熊本大学大学院） 

A3）議論のファシリテーションを通じたメタ認知スキルの学び方の学び 
田中孝治，ダムヒョウチ，小林重人，橋本敬，池田満（北陸先端科学技術大学院大学） 

A4）質問による思考トレーニングの授業実践 
松田憲幸（和歌山大学），京極真（吉備国際大学）， 
瀬田和久（大阪府立大学大学院），池田満（北陸先端科学技術大学院大学） 

A5）日本語学習における自己調整学習支援体制の構築 
甲斐晶子（桜美林大学，熊本大学），福島智子，藤田裕子，三宅若菜， 
白頭宏美（桜美林大学），鈴木克明（熊本大学） 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
B1）初等中等教育向け e ポートフォリオシステム「まなふりくん」の評価 

小川美奈恵，森本康彦（東京学芸大学），鈴木甲子雄（FCE エデュケーション） 
B2）自己調整学習を主題とするビデオとオンラインレポートを活用した授業設計の検討と試行 

仲林清（千葉工業大学） 
B3）読み手を意識した e ポートフォリオ作成を取り入れた授業実践と評価 

伊藤明裕，森本康彦，北澤武，宮寺庸造（東京学芸大学） 
B4）E-learning システムにおける学習効果向上を目指した多肢選択問題の自動生成 

佐藤英輝，馬淵浩司，Goutam Chakraborty，松原 雅文（岩手県立大学大学院） 
B5）中高生を対象としたソフトテニス競技スコアリングシステムの検討 

宇田隆幸，山本由樹，齊藤彰（近畿大学工業高等専門学校） 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
C1）中堅社員を対象とした経験学習における内省の質的研究 

廣松ちあき（早稲田大学大学院），尾澤重知（早稲田大学） 
C2）医学部初年次教育における「大学での主体的な学び方」支援 

淺田義和（自治医科大学） 
C3）協働作業による SNS でのトラブル対応への自発的理解と応用 

佐藤知穂，田中彩葉，杉野佑（愛知教育大学大学院），江島徹郎（愛知教育大学） 
C4）マシュマロ・チャレンジを導入したワークショップにおける大学生の研究観の変化 

岩崎太郎，森裕生，網岡敬之（早稲田大学大学院），尾澤重知（早稲田大学） 
C5）越境における学生の葛藤とその調整 −AR を活用したフィールドミュージアム構築の事例から− 

岸磨貴子（明治大学） 
 

 

研究会 

2015 
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13:05-13:10 委員会挨拶・諸連絡 

 

13:10-14:50 午後の部 

A6）視写により自分で書く文章はどのように変容するか  
江川克弘（鳴門教育大学） 

A7）プレゼンテーションの情報モラル教育への応用に関する一検討 
田村智（愛知県立天白高校），神谷幸宏（愛知県立大学） 

A8）発表意欲向上と発表への自己認識修正の観点による表現力の学習支援システムの検討 
後藤裕介（岩手県立大学），葛巻沙文，藤原雄太， 
中原歌織（アドソル日進株式会社），南野謙一，渡邊慶和（岩手県立大学） 

A9）呈示モダリティと文章型が文章理解におよぼす影響 
中深迫信一（早稲田大学大学院），向後千春（早稲田大学） 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
B6）JMOOC の講座における受講者の e ラーニング指向性と相互評価指向性が学習継続意欲と講座評価に

及ぼす影響 
渡邉文枝（早稲田大学），向後千春（早稲田大学） 

B7）機械設計演習における個別指導方式改善に向けた RFID 活用の試み 
小宮聖司（早稲田大学大学院／神奈川工科大学），米谷雄介，永岡慶三（早稲田大学） 

B8）数学の苦手分野学習におけるイラスト教科書とマンガ教科書の比較実験 
周村諭里，柳沢昌義（東洋英和女学院大学／教育テスト研究センター）， 
竹内俊彦（教育テスト研究センター／東京福祉大学） 

B9）英語要約スピーキングアプリケーションを活用した授業実践の改善 
仲谷佳恵，室田真男（東京工業大学大学院） 

 
 

 
● 発表時間：当研究会は会員・非会員による討論の場を作ることを目的として開催してきました．討論時

間を確保するために，持ち時間 24 分において質疑応答の時間を 5 分以上は確保していただいております．

よろしくご理解願います． 
● 参加費用：参加費は無料です．研究会報告集の年間予約購読代金（3,500 円）を支払済みの本学会会員

以外の方は，報告集代として 1,000 円を当日受付にてお支払いください（ただし，本研究会受付時に年間

予約購読代金の支払済みが確認できない場合には，当日受付にて年間予約購読分の報告集をお渡しするこ

とができませんのでご了承ください）．また，当日受付にて年間予約購読の申込みも可能です．なお，年

会費には研究会報告集の年間購読代金は含まれておりません． 
● 交通案内：JR 盛岡駅から IGR（いわて銀河鉄道）滝沢駅まで電車で 15 分，IGR 滝沢駅から大学まで徒

歩 15 分です．JR 盛岡駅から大学までのバス（30 分程度）もございます．詳しくは，岩手県立大学 Web
ページの「アクセス」（http://www.iwate-pu.ac.jp/access/）をご参照ください．また，土曜日は構内の

建物の多くが施錠されます．正門からお入りいただき，案内板に従って，共通講義棟の入口をご利用くだ

さい． 
● 昼食案内：昼食時間帯のみですが，学内の食堂（11:30～13:30）と生協の売店（10:00～14:00）が営業

されます．大学周辺には店舗は無いとお考え下さい．滝沢駅周辺にはコンビニ等がございます． 
● 情報交換会のご案内：今回は情報交換会の予定はございません．  
● その他のご案内：研究会終了後，SIG-07 インストラクショナルデザインが同会場で ARCS モデルに関

するワークショップを開催予定です（15:05～17:05）．詳細は，学会 Web サイトをご覧下さい． 
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研究会の発表募集   テーマ：学校の教育力向上に資する実践研究／一般 
●日  時：2015 年 12 月 12 日（土） 
●申込締切：2015 年 10 月 13 日（火）17:00 

●会  場：新潟大学五十嵐キャンパス（担当：澤邉潤）

●原稿提出：2015 年 11 月 02 日（月）17:00 
●募集内容： 
昨今，学校教育の質的充実に関する社会的要請の高まりに伴

い，子供を取り巻く環境の変化に対応した学校のあり方が問われ

ています．平成 27 年 07 月に中教審初等中等教育分科会から「チ

ームとしての学校の在り方と今後の改善方策について（中間まと

め）」が提示されており，そこでは教師の資質向上にむけた学校

全体の様々な取組みが求められています．社会的・状況的に異な

る背景をもった学校の教育上の課題を改善するという視点に立

てば，教育工学における教育改善を中心とした実践研究の蓄積

は，今後の重要な知見になるものと考えられます． 
そこで本研究会では，学校の教育力向上に資する実践研究をテ

ーマに発表を募集します．例えば，教師の専門性を高めるための

校内研修，能動的学習を展開するための教育環境デザインなどが

想定されますが，従来通り，上記テーマにこだわらず教育工学一

般の発表も募集します． 

●申込方法：研究会 Web ページよりお申

し込みください．なお，本年度から締切

日時が“平日 17:00”までに変更となり

ましたのでご注意ください． 
●原稿執筆：締切後 1 週間以内に，申込

時に登録されたメールアドレス宛てに発

表の採択結果と執筆要項をお送り致しま

す． 
●原稿提出： 原稿の提出は PDF 形式

で，研究会 Web ページの「発表申込フ

ォーム」より，発表申込時に発行された

「受付キー」を使用してご登録ください．

なお，期限までにご提出いただけない場

合は，自動的に発表取消となりますので

ご注意ください． 

今後の研究会のご案内    
月日 テーマ 会場 申込締切※ 原稿提出締切※

2016年03月05日（土） ICT を活用した学習支援環境・基盤 
／一般 香川大 01月 04日（月） 01月 25日（月）

※ 締切日時が平日 17:00 に変更： 
2015 年 07 月研究会（JSET15-3）から発表申込および原稿提出締切日時は“平日 17:00”に変更とな

りましたのでご注意ください． 

年間予約購読のお勧め 
●年間購読：研究会報告集の年間予約購読価格は郵送料込みで 3,500 円です（当日売りは 1 冊 1,000 円と割

高になります）．研究会の受付でも年間講読を受け付けております． 
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日本教育工学会論文誌 特集号 論文募集（第四報） 

「特集：新時代の情報教育」のご案内 
2006 年 12 月に「情報教育の成果と課題」をテーマとした特集号が企画され，当時の情報教育の様々

な取り組みや問題点，今後の普及・進展のために必要な研究成果がまとめられてから，10 年が経とうと
しています．その間，ブロードバンドの普及やスマートディバイスの一般化など情報通信技術はますま
す発展し，情報化社会は劇的に変化しました．また，2013 年度から高等学校で新しい学習指導要領で
の教科「情報」が全面実施されたり，文部科学省による情報活用能力調査が実施されたりするなど，2020
年以降の学習指導要領に向けた情報教育の実践研究が活発になってきました． 

そこで，これからの情報教育について，更なる充実や進展のために必要な研究や，諸外国の動向調査
などを幅広く扱った特集号を企画し，下記要領により論文を募集することにしました．対象は初等・中
等教育，高等教育，生涯教育・企業内教育など，幅広くとらえております．これらの分野で情報教育に
関する研究や教育実践をしておられる会員各位にはふるってご投稿くださいますようお願いいたしま
す． 
1.対象分野 
（1） 諸外国の新カリキュラムに関する調査・事例研究 
（2） 情報教育と能力測定・入学試験 
（3） 情報活用能力に関する調査 
（4） 情報活用能力育成の教育実践 
（5） 情報モラル教育 
（6） プログラミング教育 
（7） デジタルファブリケーション 
（8） 21 世紀型スキル育成を目指した教育実践 
（9） これからの情報教育を担う教員養成 など 

2.募集論文の種類 
通常の論文誌と同様に，「論文」「システム開発論文」「教育実践研究論文」「資料」「寄書」を募集

します．それぞれの論文種別については，投稿規定をご覧ください． 
論文の査読は，通常の論文誌の場合と同じです．ただし，査読は 2 回限りとし，編集委員会が示し

た掲載の条件を修正原稿で満たさない場合は採録になりません．「ショートレター」として既に掲載
されている内容を発展させて「論文」として投稿することも可能ですが，単に分量を増やして詳細に
説明しただけでは発展させたことになりませんので，ご注意ください．なお，本特集号へ投稿された
論文が特集号編集委員会にて対象分野外と判断された場合には，一般論文として扱うことになります
ので，あらかじめご了承ください． 

3.論文投稿締め切り日（2016 年 11 月発行予定） 
投稿原稿を 02 月 03 日（水）までに電子投稿をお願いします．ただし，02 月 10 日（水）までは，

論文を改訂することができます．締め切りの延長は行わない方針です． 
投稿原稿提出締め切り（電子投稿）：2016 年 02 月 03 日（水） 
最終原稿提出締め切り（電子投稿）：2016 年 02 月 10 日（水） 

4.論文投稿の仕方 
原稿は，「原稿執筆の手引」（http://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執筆し，学会ホー

ムページの会員専用 Web サイトから電子投稿して下さい．郵送による投稿は受け付けておりません． 
5.問い合せ先 
日本教育工学会事務局 Tel/Fax：03-5549-2263 電子メール：

6.特集号編集委員会
特集号編集委員長： 
佐々木整 （拓殖大学） 

特集号副編集委員長：  
東原義訓（信州大学） 
堀田龍也（東北大学） 

特集号編集幹事： 
稲葉利江子（津田塾大学） 
村上正行（京都外国語大学） 

 

委員：  
安藤明伸（宮城教育大学） 
稲垣 忠（東北学院大学） 
梅田恭子（愛知教育大学） 
小柳和喜雄（奈良教育大学） 
加藤 浩（放送大学） 
黒上晴夫（関西大学） 
新地辰朗（宮崎大学） 
高橋 純（富山大学） 

 
辰己丈夫（放送大学） 
寺嶋浩介（大阪教育大学） 
野中陽一（横浜国立大学） 
長谷川元洋（金城学院大学） 
福本 徹（国立教育政策研所） 
益川弘如（静岡大学） 
村松浩幸（信州大学） 
森本康彦（東京学芸大学）
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ショートレター増刊号論文募集のお知らせ（第一報） 
 

日本教育工学会論文誌    vol.40, Suppl.の発行 
 

論文受付締切：2016年04月01日（金） 
 
 
日本教育工学会論文誌vol.40, Suppl.は，年1回

発行されるショートレターの増刊号です．奮って

ご投稿下さい． 
投稿規定に記述しているように，以下のように

なっていますのでご注意下さい. 
 
1. ショートレターは，教育工学に関する，実践的

な研究成果，新しい試みやその結果等，教育シ

ステム開発等を記述したもの．新規性（オリジ

ナリティ）は必ずしも高くなくても，実践研究

の方法と成果を明確に記述したものです． 
2. 刷り上がり4ページ厳守です（4ページを超え

るものは採録しない）． 
3. 筆頭著者（ファースト・オーサー）は本学会会

員であることが条件です．あるいは,筆頭著者

が投稿時に入会手続きおよび会費納入等をす

ることが必要です．なお，各会員はショートレ

ターを年1偏に限り投稿できます. 
4. 2016年12月に発刊の予定です． 

ショートレターの内容については，例えば，以

下のような内容が考えられます． 
 

・全国大会や研究会で発表した内容をまとめたも

の 
・教育システム開発や教育実践をベースにした実

践と知見をまとめたもの 
・教育工学研究としての速報的な内容 
・卒業論文や修士論文等としてまとめた内容，な

ど 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお，ショートレターとして掲載されたものを

一層充実させて，論文あるいは資料としての条件

を満たすように記述したものは，論文あるいは資 
料に投稿できます． 

ページ数が限られていることから，タイトル，

著者，内容については十分厳選の上，ご執筆下さ

い． 
特に，ショートレターの趣旨から，多人数の連

名著者はさけて下さい．研究全体がプロジェクト

チームによる共同研究であっても，実際にショー

トレターの限られた内容に直接携わり，執筆した

研究者にして下さい． 
 
ショートレターの査読日程予定 
（2016年度）： 
04月 担当及び査読者の指名 
05月 編集委員会で査読進捗状況の確認 
07月 編集委員会で採録，返戻の第1回決定 
09月 編集委員会で採録，返戻の第2回決定 
10月 最終原稿の提出 
11月 著者校正 
12月 ショートレター増刊号発行予定 
 
投稿の仕方： 
原稿は，「投稿規程」と「原稿執筆の手引」

（http://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従

って執筆し，学会ホームページの会員専用Webサ
イトより電子投稿して下さい．会員のIDとパスワ

ードが必要です. 
投稿論文は電子投稿でのみ受け付けています. 

 
問い合わせ先： 

日本教育工学会事務局 
電子メール：

Tel/Fax：03-5740-9505 
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SIG 研究会の開催報告 

SIG-03 教育・学習支援システムの開発・実践 
 

1．第 1 回 SIG 研究会 
●月  日：2015 年 02 月 28 日（土）～03 月 01 日（日） 
●会  場：玄海ロイヤルホテル（福岡県）  参加者数：28 名 
●プログラム 
▽02 月 28 日（土） 
交流会：研究や教育実践に関するライトニングトーク 

▽03 月 01 日（日） 
招待講演：Mobile CSCL の研究動向と英文論文誌への投稿について Gustavo Zurita（チリ大学） 
グループワーク：共同研究の実施を想定したテーマ設定と研究計画の作成 

 
2．第 2 回 SIG 研究会 
●月  日：2015 年 08 月 22 日（土）～23 日（日） 
●会  場：熱川ハイツ（静岡県）  参加者数：13 名 
●プログラム 
▽08 月 22 日（土） 
交流会：研究や教育実践に関するライトニングトーク 
グループワーク：共同研究の実施に向けた研究計画の作成 

▽08 月 23 日（日） 
グループワーク：共同研究の実施計画の完成 
ディスカッション：共同研究の実施計画の発表と議論，今後の SIG 活動に関する意見交換 
 

SIG-03「教育・学習支援システムの開発・実践」は，教育・学習

活動を支援する情報システムの開発や実践をテーマに掲げています．

情報工学的なモデルや技術を基盤としたシステム開発の研究と，教育

実践の場のニーズとをマッチングさせて共同研究につなげること，理

論とうまく結びついたシステム開発と評価および論文化するまでの

道筋や工夫などを共有する場となることを目指しています． 
これまでに，教育・学習支援システムの開発・実践における問題点

の共有や参加者同士の交流を合宿形式で行う研究会を 2 回開催しま

した．それぞれ初日の研究セッションでは，各参加者からの研究や教

育実践に関するライトニングトークを行うとともに，参加者の関心領

域に基づいたグループを編成しました．2 日目にかけて，共同研究の

実施を想定したテーマ設定と研究計画の作成，特長や課題の整理とい

ったグループワークに取り組み，成果の発表と議論を行いました． 
非常に短い時間ではありましたが，セッション中や前後の食事，懇

親会，温泉といった時間も含めて密度の高い交流の機会となりました．

実際に SIG研究会での議論をもとに研究会発表を行ったグループや，

科学研究費補助金の申請を計画しているグループもあります． 
今後の活動として，Learning Analytics の観点から，様々な組織に

おける学習データを共有・分析できる形で持ち寄るための課題解決と

実現を考えています．また，各大学に分散しがちな教育工学を専攻す

る若手研究者が，教育・学習支援システムの開発・実践を進める上で

の研究手法やマネジメントに関する悩みを共有する機会を設けるこ

とを計画しています． 
担当：江木 啓訓（電気通信大学） 
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第 5 回日中教育工学研究フォーラム参加報告 
 

07月 10～12日の日程で，第 5 回日中教育工学研究フォーラムが開催された．この研究フォーラムは，

日本教育工学会と中国教育技術協会が共同して，教育工学に関する研究交流を通じた両国の教育改善を

目的に，当時の中国教育技術協会教育技術専門委員長であった李克東華南師範大学教授と坂元昂日本教

育工学振興会長との協議で始められた．2005 年 11 月に華南師範大学で第 1 回フォーラムが開催され，

以来 2 年に一度，各国交互に開催されてきた．ただしこの間，東日本大震災や政治的な問題で開催を延

期し，本年，第 5 回の研究フォーラムを上海師範大学の董王琦教授が中心になり上海で開催することが

出来た． 
中国側からは，中国教育技術協会常務副会長王珠珠中央電化教育館長他 13 名の専門家とともに，研

究者や教育工学を専攻する大学院生・学部生など約 300 名の参加があった．日本からは，要望のあった

領域である情報教育，教科での ICT 活用，高等教育 FD，教師教育，教育システム開発等に関する研究

報告のため，山西潤一会長，吉崎静夫副会長，黒上晴夫，小柳和喜雄，堀田龍也の各理事の他，SIG 委

員会の代表 5 名に，公募で応募した会員 9 名を加え，総勢 19 名が参加した． 
基調講演では，山西会長が日本教育工学会の現状と発展というテーマで教育工学会での取り組み，中

国との交流の歴史と今後の研究交流の発展について講演し，吉崎副会長の学会誌の動向についての講演

の他，テーマ別分科会に分かれて，日中の研究者が日頃の研究成果を発表し，研究交流を深め広げる熱

い議論が展開された．今後の研究交流の発展が期待される．以下，日本側の報告概要を掲載する． 
 

■日本教育工学会誌の動向（吉崎静夫・日本女子大学） 
まず，『日本教育工学会誌』の刊行状況を紹介した．年 5 冊の和文誌（そのうち，論文の 1 冊は特集

号，もう 1 冊はショートレター増刊号）であり，年 1 冊は英文誌 Educational Technology Research で

ある．次に，論文種別（論文，教育システム開発論文，教育実践研究論文など）を説明した．さらに，

ここ 10 年間の「特集号」のテーマを取り上げて，わが国の教育工学研究の動向を述べた．続いて，こ

の 8 年間の学会誌の投稿数と採択率を示した．採択率が下がってきた状況を解説した．最後に，「教育

実践研究」の 4 つのタイプと論文例を，吉崎と渡辺が行った「再生刺激法」の一連の研究で説明した． 
発表後，The Chinese Journal of Distance Education の副社長と副編集長から，日本教育工学会誌

の査読方法と査読の観点について質問があった．2 名の査読者による査読結果をふまえて論文担当者（編

集委員）が判定するプロセスと，「オリジナリティ」「結果の信頼性・妥当性」「論文の了解性」「研究成

果の有効性（貢献）」などの評価の観点を説明した． 
 

■SIG-01 高等教育・FD（岩﨑千晶・関西大学）：大学教育実践に関する研究と SIG-01 
日本教育工学会における大学教育実践の研究に関する活動について報告を行った．まずは日本の大学

における FD（Faculty Development）の義務化や，大学教育の改善に関する取組が積極的に行われる

ようになってきている現状について紹介し，アクティブ・ラーニングや IR など最近の研究動向につい

て説明をした．その後，SIG-01（高等教育・FD）の活動として，日本教育工学会がこれまでの知見を

活用し，大学教育の授業改善や教員の授業力向上へ寄与するために FD 研修会を展開している旨を報告

した． 
会場からは，アクティブ・ラーニングの評価方法についての質問があり，ルーブリックの活用を紹介

しつつ議論を深めることができた．また IR に関する質問があり，学生に対する質問紙調査や成績等の

データを活用してどのように大学教育の改善に活かしていくのかに関する意見交換がなされた． 
 

■SIG-02 教師教育・実践研究（坂本將暢・愛知工業大学）： 
教員志望の学生の黒板前の動きの変化～教育工学的な分析による動きの相違の呈示～ 

まず，SIG-02 が取り組もうとしている 1）教師教育者を育てる仕組み，2）新しい教師の学びモデル

の提案，3）教師が実践研究を行う意義，そして 4）教師・教師集団の学びを促す仕組みづくりについて

述べた上で，本研究がとくに 1 に位置づくことを述べた． 
本発表では，教える技術を若手教師あるいは教師志望の学生に伝承することを目的に，発言記録や教

師の動きを手がかりとして経験的な知識や技術を可視化する方法（開発したソフトウェア）を呈示した

り，黒板の前の動きの変容の分析事例として，教師志望の学生の比較，それらと現職教師との比較，ま

た電子黒板を使った韓国と日本の教師の比較結果を示したりした． 
発表後，中国の教師からは，収集および分析した授業映像の数，韓国と日本の教師の動きの比較から

明らかになった教育あるいは教師文化の共通点／相違点について質問があった． 
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■SIG-03 教育・学習支援システムの開発・実践（黒上晴夫・関西大学，堀田龍也・東北大学） 
台風の影響で参加できなくなった緒方広明先生の代わりに「日本のデジタル教科書に関する動向」と

いうテーマで報告をした．学習指導要領の告知から教科書の制作，検定作業，採択の流れと，デジタル

教科書が商品として提供されている現状について説明した．そして，指導者用デジタル教科書の特徴と

それを使った授業のやり方について，さらに学習者デジタル教科書の特徴と授業について紹介した．そ

の上で，現在検討されているデジタル教科書の位置づけや発達・健康に関わる問題等について整理した． 
 

■SIG-04 教育の情報化（豊田充崇・和歌山大学）： 
日本の「教育の情報化」に関する政策と教育工学会 SIG 活動 

日本の「教育の情報化」は，①教科指導における ICT 活用（各教科の目標を達成するために教員や児

童生徒が ICT を活用すること），②「情報教育」の推進（児童生徒らの“情報活用能力”の育成），③校

務の情報化（出欠・成績・時数・給食・保健などの管理ができる校務システムやグループウェア等の整

備．学校ウェブサイトによる情報発信も含む），の 3 つの柱からアプローチされていることを示した．

その上で，これらに関わるトピックとして，タブレット端末の導入による 1 人 1 台体制の構築と，それ

に基づいた授業実践研究について紹介し，またこれらに関わる SIG の研究領域について，解説した． 
 

■SIG-11 情報教育（加納寛子・山形大学）：情報教育の課題と提案 
情報教育のスタンダードの未確立による問題として，①各教師の温度差に委ねられ義務教育段階にお

ける情報に対する学力格差が起きているという懸念，②学年ごとに一定の情報リテラシーの学力が保証

されていないため，初歩的な段階からの指導が繰り返され，知の積み上げがなされないこと，③機器の

操作はでできるかできないかの判別も容易であるのに，情報の科学的な理解や情報社会に対する認識，

CS Unplugged についてはわかっているつもりになりがちであり，大人であっても過ちを犯し，社会的

に多大なリスクを背負うことになること，の 3 つを示し，情報教育のスタンダードの確立と教育が急務

の課題であることを報告した． 
そして，UNESCO の指針に基づく情報教育の 7 分野，「情報通信技術」「情報システム」「問題解決」

「情報分析」「情報モラル」「情報の歴史」「情報機器の操作と活用」に関して，小学校 1 年生から高校 3
年生までの系統的な目標を設定し，カリキュラムを構築し，各オントロジーの概念ごとに指導案を提示

していく予定を示した．会場からは，CS Unplugged のカリキュラムや実践事例を知りたいという等の

反応があった． 
 

■小柳和喜雄（奈良教育大学）：「新たな学び」の取組に向けた教員養成・現職研修の取組の動向 
いわゆる「新たな学び」の取組が言われる背景，それに向けた教員養成・現職研修の取組が模索され

ていること，ICT との関連や活用可能性について報告を行った． 
背景に関わっては，OECD のキーコンピテンシー，21 世紀スキルとの関係及び，この 10 年の教員養

成・現職研修の動き（論議されてきた強調点）について報告を行った．また，ICT の関わりと活用可能

性については，クラウドの活用なども視野に入れた，教育方法，教育内容，教育評価のそれぞれの質を

問う取組があることを述べた． 
報告後，中央電化教育館館長の王珠珠氏から，「目指している方向性が同じであり，我々もそこに向

けて取り組もうとしている．その事例や視点の報告であったので興味深かった」というコメントをもら

った．また，教員のアイデンティティに関わる院生との質疑の中で，このような能力の育成や資質を磨

く点も意識した新しい学習活動を作っていくために，教員自身がどのような専門的な知識や力量をさら

に磨いていくことが重要となるか，養成や現職研修のプログラムや環境，体制としてどのような準備が

必要か，さらに丁寧な検討が必要であることが明らかになった． 
 

■黒上晴夫（関西大学）：シンキングツールによる思考の可視化にかかわる実践研究 
李克東先生のシンキングツールについての実践研究報告を受けて，シンキングツールの考え方やその

種類，背景になっている思考スキル，思考スキルとシンキングツールの対応関係について説明した．そ

の中で，実際にはシンキングツールを完成させることを目標にすることが少なからずあり，その場合は

子どもの思考が生まれないことが明らかになっていることを報告し，シンキングツールの活用時には，

利用する意図（思考スキルと課題の明確化）と，書き出したアイデアの活用方法についてのデザインを

一体的に行うことの重要性を指摘した． 
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■影戸誠・佐藤慎一（日本福祉大学）：アジアにおける国際協働プロジェクトの実施と評価 
プロジェクト型学習の事例として，アジア圏の学生による英語協働プレゼンテーションを核とする

World Youth Meeting（WYM）を紹介し，交流活動の実状と評価について報告した．また，オンライ

ンでのコミュニケーションのプラットフォームが教員の管理するシステムから一般のソーシャルメデ

ィアに移行し，内容面にも変化が見られる現状における教員支援のあり方についての見解を示した．会

場からは，このような PBL の舞台をぜひ西安でも持ちたい，あるいは学生を派遣して日中交流を促進

したいなどの声が聞かれた．通訳者である東北師範大学教員 李在栄氏には事前の打合せ段階から興味

が示していただき，通訳のための打合せを超える踏み込んだ意見交換が行われた．また，日本側参加者

からは，こうした国際連携の企画・実践的な英語活用の場を支え発展するために“SIG”の設立を考え

ようとの意見も出された． 
 

■堀田龍也（東北大学）：文部科学省「情報活用能力調査」の結果に見る日本の児童生徒の現状と課題 
日本における情報活用能力の定義や，学習指導要領の改訂などの教育制度について説明した後，平成

27 年 03 月に文部科学省によって公表された「情報活用能力調査」の実施方法および結果の概要につい

て解説した． 
主として報告した内容は，情報活用能力調査の目的，実施時期，調査対象，調査問題の概要や，コン

ピュータテスティングによって行われたこと，同時に児童生徒や教員及び学校を対象とした質問調査が

実施されたことなどである． 
調査結果の状況を受けて，中国には存在する小・中学校における教科「情報」がなぜ日本では設置さ

れないのかという点にフォーカスされた質問が出された．日本の情報教育が分散型カリキュラムとなっ

ている長短について説明し，今後の学習指導要領の改訂の方向について追加の情報提供を行った． 
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日本教育工学会倫理綱領について 
日本教育工学会 会長 山西潤一（富山大学）

 
知識基盤社会を生きる力の育成や様々な教育改革に対応し，教育工学研究の社会的プレゼンスが高ま

ってきています．ここで，教育工学研究が社会的認知度を高め，影響力を持つために，もっとも重要な

ことは社会からの信頼です． 
近年，データのねつ造や論文盗用といった研究活動における不正行為で，社会の信頼をそこなう事案

も見受けられます．このような状況を受けて，日本学術会議では「科学者の行動規範について」（2006
年，同改訂版2013年）の声明をだし，科学者が，この行動規範の遵守で，社会の信頼と負託を得て，主

体的かつ自律的に科学研究を進めるよう求めています． 
本学会でも，これを受けて論文誌投稿規定に明記して，その遵守を求めてきました．研究の成果を論

文として社会に発信することはもとより，教育工学研究を行うにあたっても，行動規範に基づいた責任

ある行動が求められることから，日本教育工学会としての倫理綱領の策定を検討してきました．その結

果，最終案が2015年07月18日開催の理事会で承認されました．ここで，綱領の実施にあたっては，非

常に重要な案件であり，会長から会員に直接，趣旨を説明するとともに，倫理綱領に留まらず，広く科

学者の行動規範について理解を求め，注意を喚起することが望ましいとのことで，2015年09月22日に

電気通信大学で開催された第31回全国大会全体会において，倫理綱領施行の経緯と注意点を説明させて

いただきました． 
倫理綱領の策定だけでなく，会員の研究者倫理の向上や予防の推進も求められており，各種委員会や

SIGの活動においても，会員への啓発をお願いしたいと思います．さらに不測の事態が発生した場合に

は，学会として対応すべく体制も検討しています． 
会員の皆様におかれましては，まずは倫理綱領をご一読いただき，今後の教育研究活動において，こ

の順守をお願い致します．学会としてまだ不備な点もあるかと思いますので，この点についてご意見が

あれば，学会事務局までお知らせ下さい． 
 
 
 
 

日本教育工学会倫理綱領 
 

（前文） 
本会会員は，教育工学に関する学術的研究調査の情報の交換を行い，この活動を通して社会の健全

な発展に貢献することを使命とし，この使命を果たすために以下に定める倫理綱領を遵守することを

誓う． 
会員は，教育工学に関する学術的研究調査やその実践に携わる科学者として職務を遂行するにあた

って，社会に与える影響を認識すると共に，自らの良心と良識に従う行動が，教育工学に関する学術

研究の発展にとって不可欠であることを自覚し，社会からの信頼と尊敬を得るために，この綱領の理

念を意思決定と具体的行動に活かすように努めなければならない． 
 
 

（綱領） 
 

1．社会的責任 
会員は，教育工学に関する専門的知識と良識に対する社会の信頼の上に学術的調査研究やその実践

が成り立つことを認識し，社会が真に必要とする専門的知識を身につけるように努め，社会への影響

に対する責任を自覚する． 
 

2．自己研鑽 
会員は，教育工学に関する専門的知識と人格の向上に継続的に努める．自らの専門的知識を，より

良い社会の実現に最大限に活用し，科学者としての品位，信頼及び尊敬を維持向上させることに努め

る． 
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3．公正な活動 
会員は，職務，学術的調査研究の過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に

行動する．研究・調査データは厳正に取扱い，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担

しない．また，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場に立つ． 
 

4．法令及び他の倫理規範の遵守 
会員は，職務及び学術的調査研究の遂行に際して，法令及び関係規則，自らが所属する機関等の倫

理規範を遵守するとともに，自らの行動に対して倫理的責任を持つ． 
 

5．守秘義務 
会員は，職務上及び学術的調査研究上知り得た情報の機密保持の義務を負う． 

 
6．情報・成果の開示 

会員は，関与する学術的調査研究が社会に及ぼす影響を予測評価し，公の秩序，善良の風俗を損な

う可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って得られた情報ならびに

生み出した成果を積極的に開示する． 
 

7．差別の排除 
会員は，国際社会における文化の多様性に配慮し，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教など

によって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の自由を尊重し，公平性を確保

する． 
 

8．相互協力 
会員は，研究上の批判には謙虚に耳を傾け，自己及び組織の利益を優先することなく，専門家とし

ての良心に基づいて討論するとともに，他者の研究成果などの業績を正当に評価し，知的財産権を侵

害せず，情報の不正使用を行わない．また，複数の研究者による成果は，貢献した者の権利を尊重す

る． 
 

9．研究対象，研究協力者などの保護 
会員は，研究対象を含む研究協力者の人権，人格を尊重し，安全，個人情報の保護等に配慮する．

研究成果は，個人情報保護のために必要な処置を講じた上で公表する． 
 

10．教育と啓発 
会員は，次世代の教育工学実践者，研究者を育成する責任を認識し，自己の専門的知識と経験を生

かして，指導・教育に努める．また得られた研究成果を，講演，論文などを通じて公開に努め，人々

の啓発活動に貢献する． 
 

11．利益相反への対応 
会員は，自らの職務及び学術的調査研究において利益相反による諸弊害が生じないよう十分に注意

し，利益相反がある場合には，その情報を開示するなど，適切に対応する． 
 
 

付則 日本教育工学会倫理綱領は2015年09月22日より施行する． 
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日本教育工学会第 16 期第 3 回理事会議事録 
 
日 時：2015 年 09 月 05 日（土）～12 日（土） 
場 所：電子メールによる 
出 席（参加）： 
（理事）山西潤一会長，吉崎静夫副会長，中山 実副会長，鈴木克明副会長，稲垣 忠，植野真臣， 

加藤 浩，木原俊行，久保田賢一，黒上晴夫，向後千春，三宮真智子，寺嶋浩介，永岡慶三， 
永田智子，南部昌敏，平嶋 宗，堀田龍也，前迫孝憲，益子典文，美馬のゆり，村上正行， 
村川雅弘，森田裕介，山内祐平 

（監事）赤堀侃司，永野和男 
（事務局長）赤松伊佐代                             （合計 28 名） 
 
 
1．前回の理事会議事録の承認について 

第 16 期第 2 回理事会議事録について原案が提示され，承認した． 
 

2．新入会員の承認について 
2015 年 07 月 09 日から 2015 年 09 月 01 日の会員の移動状況について報告があり，承認した．結

果，2015 年 09 月 12 日現在の総会員数は，2,913 名となった． 
 

3．各種委員会から 
（1）編集委員会 

新編集委員会案の提案があり，これを承認した．また論文誌編集進捗状況の報告があった． 
（2）広報委員会 

ニューズレター210 号（10/01 原稿〆切），211 号（11/12 原稿〆切）の台割案の提案があり承認

した．また同時に配付資料に基づく原稿執筆の依頼があった． 
（3）選書委員会 

教育工学選書第 2 期の進捗状況について報告があった． 
 

4．総務・会計 
（1）総務委員会について 

総務委員会構成案の提案があり，承認した． 
（2）ロゴ使用に関する取扱について 

「日本教育工学会ロゴ使用に関する取扱について（内規）」の修正案の提案があり，承認した． 
 

5．その他 
（1）以下の協賛・後援依頼を承認した． 

・第 26 回教育システム若手の会の後援依頼（教育システム若手の会） 
・シンポジウム「モバイル’16」協賛依頼（特定非営利活動法人モバイル学会） 

（2）連絡事項・郵送物を確認した． 
（3）今後の理事会日程を確認した． 
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日本教育工学会第 16 期第 4 回理事・評議員（合同）会議議事録 
 
日 時：2015 年 09 月 21 日（月）12:30～13:20 
場 所：電気通信大学 A 棟 202 教室 

 
出 席： 
（理事）山西潤一会長，鈴木克明副会長，中山 実副会長，吉崎静夫副会長，植野真臣，久保田賢一， 

三宮真智子，寺嶋浩介，永田智子，南部昌敏，平嶋 宗，堀田龍也，前迫孝憲，益子典文， 
美馬のゆり，村上正行，森田裕介，山内祐平，稲垣 忠，木原俊行，村川雅弘 

（評議員）赤倉貴子，岡本敏雄，小柳和喜雄，柏原昭博，佐々木整，新地辰朗，田口真奈，高橋 純， 
西森年寿，根本淳子，東原義訓，姫野完治，光原弘幸，室田真男，新井健一，大久保昇， 
影戸 誠，永岡慶三，松田岳士，山田政寛 

（監事）赤堀侃司，永野和男 
（事務局長）赤松伊佐代                             （合計 44 名） 
 
 
開会に先立ち，山西会長より，大会企画委員会および大会実行委員会への御礼の言葉が述べられた．

植野大会実行委員長より，1 日目正午段階の参加者等の報告があり，御礼の挨拶が述べられた．また，

総務委員の紹介があった． 
 
 
1．前回の理事会議事録の承認について 

第 16 回第 3 回理事会議事録について原案が提示され，承認した． 
 
2．各種委員会から 

（1）大会企画委員会 
第 32 回全国大会[平成 28 年（2016 年）度]2016 年 09 月 17 日（土）～19（月祝）を大阪大学で

開催することについて説明があり，承認した． 
（2）顕彰委員会 

理事・評議員に対して研究奨励賞への推薦依頼があった． 
（3）国際交流（黒上，久保田） 

国際交流委員会委員増員の提案があり，承認した． 
（4）その他 

評議員から，学会の諸活動についてご意見を伺った． 
 

3．その他 
（1）今後の理事会日程を確認した． 
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新入会員 
（2015 年 07 月 09 日～2015 年 09 月 01 日） 

30 名（正会員：9 名，准会員：2 名，学生会員：19 名） 
 
 
■正会員（9 名） 
岡部雅夫（東北工業大学） 
清水郁夫（信州大学） 
藤森 進（東京理科大学） 
峯村恒平（目白大学） 
藤田良治（北海道大学） 
濱田千枝美 
（NPO 法人 First Responder） 
松原孝子 

（日本獣医生命科学大学） 
岡田江奈実 
（東京都北区立豊川小学校） 

中深迫信一 
（株式会社地球の歩き方 T&E） 

■准会員（2 名） 
大澤真也（広島修道大学） 
田中則清 

（横浜市立常盤台小学校） 

■学生会員（19 名） 
井上彩子（関西大学大学院） 
富永健斗（東京学芸大学大学院） 
古賀美恵（早稲田大学大学院） 
栗原光江（熊本大学大学院） 
河野広和（東京学芸大学大学院） 
栗田 澪（筑波学院大学） 
鈴木智之（慶應義塾大学大学院） 
近藤啓史（愛知教育大学大学院） 
宇都宮陽一 
（愛知県立大学大学院） 
下森智史 
（筑波大学，情報学群） 
山地麻理（慶応義塾大学大学院） 
斎藤弘崇 
（宮城教育大学，教育学部） 
杉山昂平（東京大学大学院） 
三科志穂（熊本大学大学院） 
岩崎浩与司（早稲田大学大学院） 
荒木 恵（熊本大学大学院） 
西屋克己 
（岐阜大学医学部，医学研究科） 
原田崇弘（兵庫教育大学大学院） 
反町拓 
（国際医療福祉大学大学院） 
 

以上 
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担当副会長：中山 実（東京工業大学）
広報委員長：堀田 龍也（東北大学）
　幹事：高橋 純（富山大学）
　委員：池尻 良平（東京大学）
 
 
　 石塚 丈晴（福岡工業大学短期大学部）

冨永 敦子（公立はこだて未来大学）
脇本 健弘（横浜国立大学）

会長 山西 潤一（富山大学）

5

東京都港区赤坂１-９-１３
 　　三会堂ビル８階

03-5575-5366
03-5549-2263

◎学会日誌
２０１５年
・２０１５年１０月３１日（土）
　研究会「学び方の学習とその支援」（岩手県立大学）
・２０１５年１２月１２日（土）
　研究会「学校の教育力向上に資する実践研究」
　（新潟大学）
・２０１５年１２月１３日（日）
　SIG ０４　教育の情報化 第３回ワークショップ「タブ	
　レット端末が拓く新しい学び」（新潟大学）
２０１６年
・２０１６年０２月２０日（土）～２１日（日）（予定）
　冬の合宿研究会「実践研究のデザイン　－実践を研究
　に，研究を実践に活かす－」（鳴門教育大学）（予定）
・２０１６年０３月０５日（土）
　研究会「ICTを活用した学習支援環境・基盤」（香川大学）
・２０１６年０３月０７日（月）
　大学教員のためのＦＤ研修会（ワークショップ）「大学
　授業デザインの方法－１コマの授業からシラバスまで－」
　（東京工業大学）
・２０１６年０３月１３日（日）
　特別企画（実践研究活性化）セミナー（岐阜大学）
・２０１６年０９月１７日（土）～１９日（月）
　第３２回全国大会（大阪大学）

◎国際会議の案内
２０１５年
・ICWL 2015
	 http://www.cityu.edu.hk/merc/icwl/icwl2015home.	
	 htm
 	 (11/5 – 8, Guangzhou, China)
・ICCE 2015
	 http://www.icce2015.zjut.edu.cn/
 	 (11/30 – 12/4, Hangzhou, China)
２０１６年
・SITE 2016
	 http://site.aace.org/conf/
	 (3/21 – 25, Savannah, GA, USA)
・ACHI 2016
	 http://www.iaria.org/conferences2016/ACHI16.	
	 html
	 (4/24 - 28, Venice, Italy)
・eLmL 2016
	 http://www.iaria.org/conferences2016/eLmL16.	
	 html
 	 (4/24 – 28, Venice, Italy)
・EdMedia 2016
	 http://www.aace.org/conf/edmedia/
	 (6/27 – 30, Vancouver, Canada)
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